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の 後 高齢 者 に 伝播 し 、 重 症 者 数 ・ 入 院 者 数 も 増加 し 、 医 療 全 体 が ひっ 迫 し 、 さ ら 
に 社会 機能 の 維持 も 困難 に な る こと が 懸念 され る 。 

ウ 基礎 疾患 や 肥満 を 有 し な い 50 歳 未 満 の 感染 者 の 多く は 、 感 染 し て も 症状 は 軽く 、 
4 宅 療養 で 軽快 し て いる 。 

エ オミ クロ ン 株 の 主たる 感染 伝播 の 場面 は 、 全 国 的 に 見 て 、 こ れ ま で 同様 、 三 密 回 
避 が 守ら れ て いな い 大 人 数 ・ 大 声 で 、 換 気 の 悪 い 場所 で の パー ティ ー や 会 食 な ど で 
あり 、 こ の よう な 場面 で 多数 の クラ スタ ー が 発生 し て いる 。 

オ 家庭 内 で の 二 次 感 染 率 が 高く 、 高 齢 者 や 小児 へ の 感染 が 増加 し て いる 。 

(3) 行政 の 対応 状況 

ア 岩手 県 に お いて は 、 感 染 急 拡大 に 、 病 床や 宿泊 療養 施設 の 使用 率 が 増加 し て 
0 の MRN NE ポジ こ 係 る 医療 体制 を フェ ー ズ 3 
に 切り 替え た 。 

イ 高齢 者 や 基礎 疾患 を 有する 方 な ど に 必要 な 医療 を 適切 に 提供 する と と も に 、 救 急 
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いわ て 健康 観 宗 サポ ー ト セン ター 等 に よる 健康 観察 、 医 療 支 援 等 の 体制 を 県 医師 会 
等 と 構築 し 、 実 施 可能 な 地域 か ら 順 次 自宅 療養 を 開始 し て いる 。 

ウ 学校 、 教 育 ・ 保 育 施設 、 高 齢 者 施設 等 で の 感染 拡大 を 受け 、 各 施設 の 管理 
対し 、 感 染 対 策 の 具体 的 な 留意 事項 等 に つい て 改め て 通知 を 行う な ど 、 行 政 分 野 別 
に 注意 喚起 に 努め て いる 。 
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2 専門 委員 会 と し て の 見 解 

(1) オミ クロ ン 株 の 特徴 を 踏ま えた 感染 対策 

ア 学校 ・ 幼 稚 園 ・ 保 育 所 等 に お いて は 、 多 く の 地 域 で 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 者 や 

濃厚 接触 者 が 増加 し て いる 。 感染 拡大 の スピ ー ド が 極め て 速い と いう 特徴 が ある こ 
と か ら 、 飛 涼感 染 防止 の た め 、 教 育 ・ 保 育 施設 の 職員 や 保護 者 の マス ク 着 用 に 加え 、 
発育 状況 等 か ら マ スク の 着用 が 無理 な く 可 能 と 判断 され る 児童 に つい て は 、 可 能 な 
範囲 で マス ク 着 用 を 推奨 する 。 ま た 、 接 触感 染 防止 の た め の 遊 具 等 の こま め な 消毒 
や 、 自 治 体 に よる 教職 員 や 保育 士 な ど に 対す る 積極 的 な ワク チン の 接種 促進 が 必要 
で ある 。 

学校 に お いて は 、 児 童 生徒 、 教 職員 の 毎日 の 検温 、 健 康 状態 の 把握 、 発 熱 症状 等 
が 見 られ る 場合 の 登校 自粛 の 徹底 、 必 要 に 応じ た 時 差 通学 の 実施 等 の 対策 と と も に 、 
感染 確認 時 に お ける 保健 所 と の 連携 ・ 協 力 が 求め られ る 。 あ わせ て 、 流 行 の 可能 性 
が 高い 不 特定 の 集団 (学校 や 施設 、 職 場 な ど ) と の 交流 が 避け られ な い 場 合 に は 、 
交流 場面 以外 (家庭 内 を 含む ) に お ける 一 歩 踏み 込ん だ 感染 対策 の 工夫 が 求め られ 
る 


O 






































































































































































































































































































































ln 











イ 高齢 者 施設 に お いて は 、 入 所 者 及び 従事 者 に 対す る 日 常 的 な 健康 状態 の 把握 ・』 
録 、 ワ クチ ン の 追加 接種 を 暑 踏 な く 進 め る と と も に 、 可 能 な 場合 に は 有 症 状 の 従業 
者 等 に 対す る 積極 的 検査 を 実施 し 、 防 ぎ 得 な い 施 設 内 感染 の 範囲 を 最小 に 抑止 する 

事前 計画 を 考慮 する こと も 検討 すべ き で ある 。 ま た 、 施 設 等 に お ける 感染 管理 や 医 
療 に 関し て は 、 い わ て 医療 福祉 施設 等 クラ スタ ー 制 御 タ スク フォ ー ス な ど 外 部 専門 
家 の 助 言 に よる 支援 が 重要 で あり 、 ク ラス ター 対策 を 想定 し た 事前 準備 を 進め る ベ 
き で ある 。 

ウ 職場 に お いて は 、 社 会 機能 維持 の た め 、 職 域 に お ける 感染 の 拡大 を 想定 し て 業務 
継続 計画 を 早急 に 点検 する こと に 加え 、 企 業 に お ける テレ ワー ク の 活用 や 休暇 取得 
の 促進 等 に より 、 出 勤 者 数 の 削減 に 取り 組む と と も に 、 食 事 や 休憩 の 際 に お いて も 
三 密 を 避け る 行動 を 徹底 する な ど 、 接 触 機会 を 可能 な 限り 低減 する こと が 求め られ 
る 。 ま た 、 従 業 員 の 迅速 な 健康 状態 把握 が 必要 で あり 、 体 調 不 良 時 に は 出勤 を 控え 
る よう 従業 員 に 徹底 する こと に 加え 、 特 段 の 禁忌 事由 が な い 限 り に お いて 職域 に お 
ける ワク チン の 追加 接種 を 積極 的 に 進め る べき で ある 。 

エ 特に も 、 感 染 拡大 し て いる 地域 に お いて は 、 家 庭 内 に 持ち 込ま れ 、 二 次 感染 に よ 
り 高齢 者 や 小児 へ の 感染 の 増加 が 明らか で ある た め 、 家 庭 に お いて は 、 普 段 よ り 、 

基本 的 感染 対策 を 徹底 する と と も に 、 診 断 の 有無 に か か わら ず 有 症状 時 の 行動 ルー 

ル を 検討 する な ど 、 感 染 し た 場合 に 家族 全員 が 容 思 し な いた め の 工 夫 が 求め られ る 。 

さら に 、 感 染 の リス ク が 高い こと が 判明 し て いる 会 合 や 会 食 に こつ いて は 、 原 則 と し 
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て 遊 け て いた だ く こ と 、 参 加 が 人 避け られ な い 場 合 に は 参加 の 前 後 数 日 間 (概ね 5 日 
間 程 度 ) の 自己 隔離 (対人 交流 の 抑制 と 健康 観察 ) を 考慮 する な どの 踏み 込ん だ 対 
策 が 求め られ る 。 




















(2) 県 民 の 皆さん へ の アド バイ ス 




















ア 基本 的 な 感染 対策 (マス ク の 正しい 着用 、 手 洗い ・ 手 指 消毒 、 ゼ ロ 密 、 適 切な 
換気 等 ) は 、 オ ミク ロン 株 に も 有効 で あり 、 冬 李 に 流行 する 多く の 成 染 症 対策 の 
観点 か ら も 、 日 常 的 に 励行 する こと 。 特に 、 マ スク に つい て は あら ゆる 対人 交流 
の 前 提 と し て 、 飛 涼 抑制 効 果 の 高い 不織布 製 を 推奨 し ます 。 










































































イ 外出 の 際 に は 、 混 雑 す る 場所 や 換気 が 悪く 大 声 を 出す よう な 場面 を 避け る こと 
が 行動 の 基本 で す 。 健康 状態 が 確認 で き な い 人 々 と の 交流 や 人 々 の 移動 は 、 理由 
に か か わら ず 感 染 が 拡大 の 引き 金 に な る こと か ら 、 職 場 の 同僚 や 友人 な ど 親 し い 
間柄 で あっ て も より 厳密 な 感染 対策 に 努力 する と と も に 、 必 要 な 社会 活動 、 経済 

活動 を 継続 する た め に も 、 基 本 に 立ち 返っ て の 注意 を 怠ら な いよ うお 願い し ま 












































ウ 会 食 こ つい て は 、 換 気 等 の 感染 防止 対策 が し っ か り し て いる 第 三 者 認証 店 を 利 
用 する こと は も ちろ ん 、 食 事 中 は 黙 食 、 会 話 時 に は マス ク の 着用 に 努め る こと 、 
利用 者 は 原則 と し て ワク チン 接種 を 前 捉 と する こと 等 を 推奨 し ます 。 併せ て 、 参 
加 者 に つい て は 健康 状態 確認 (会 食前 後 7 日 程度 ) を 自主 的 に 行う よう に し て く 
だ さい 。 
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エ 都 道 府 県 を また ぐ 移 動 に 関し て は 、 ま ん 延 防止 等 重点 措置 区 域 へ の 不要 不 急 の 
移動 は 極力 控え る と と も に 、 感染 が 拡大 し て いる 地域 と の 往来 に つい て は 、 慎 重 
な 検討 を 行い 、 や む を えな い 場 合 に も 往来 前 後 の 外 出 や 面会 の 抑制 を 推奨 し ま 
お 






























































オ 県 内 の 感染 状況 は 、 誰 も が いつ 感染 者 や 濃厚 接触 者 に な っ て も お か し く な い 状 
況 で ある こと か ら 、 感 染 者 等 に な っ た 後 の 流 れ を 平時 か ら ホ ー ム ペー ジ 等 で 確認 
し て お く こ と や 、1 週間 程度 自宅 で 生活 で きる よう な 生活 物資 の 備蓄 、 感染 確認 
と な っ た 場合 の 職場 で の 調整 を し て お く こ と を 推奨 し ます 。 
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カ ご 自身 や ご 家族 の 生活 と 生命 を 守る た め 、 軽度 の 発熱 や 位 意 感 、 上 気道 症状 な 
ど 少 し で も 体調 に 変化 を 感じ た 場合 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 で ある 確率 が 
これ まで 以上 に 高まっ て いる こと か ら 、 直 ち に 外出 や 面会 を 控え (自己 隔離 )、 
医師 の 診断 や 積極 的 な 検査 を 強く 推奨 し ます 。 












































